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「チンアナゴのたのしいくらし」

今月の表紙

遠藤　心美さん
（仙台市立国見小学校１年生）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••

　平成30年度の“みやかん”の表紙には、「2017仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局
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平成31年１月

宮城県管工業協同組合

謹んで新春のご挨拶を申し上げます

理 事 長 佐 　 竹 　 毅 　 彦
副 理 事 長 菅 　 原 　 雅 　 美

同 本 　 山 　 耕 　 三
専 務 理 事 吉 　 田 　 秀 　 之
理 　 　 事 藤 　 井 　 秀 　 男

同 小 　 林 　 照 　 和
同 井 　 上 　 　 　 環
同 赤 　 間 　 勇 一 郎
同 松 　 岡 　 清 　 一
同 小 　 野 　 修 　 司
同 中 　 鉢 　 　 　 丹
同 小 　 川 　 憲 　 昭
同 渡 　 辺 　 毅 　 浩
同 郷 　 古 　 孝 　 雄

監 　 　 事 武 　 田 　 正 　 晃
同 大 　 浦 　 　 　 明
同 相 　 澤 　 良 　 朋
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　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、平素より、当組合事業に格別のご高配を賜り、誠に有り難く厚く御礼申し上げます。

　昨年末の臨時国会におきまして、水道法の一部を改正する法律が成立しました。これは水需要の減
少や水道施設の老朽化等、水道事業が直面する課題に対応するための基盤強化を図ることが柱とされ、
テレビや新聞等の報道では、自治体が水道事業の認可を受けたまま運営権を民間に委託する「コンセッ
ション方式」にばかりスポットが当てられていますが、実は、この改正法の中には、管工事業界が長
年要望し、また全国的に陳情を展開して参りました指定給水装置工事事業者の更新制度も盛り込まれ
ています。現在は、１度水道事業体から水道工事店の指定を受ければ、それ以後の手続きは必要ない
ため、有名無実の業者や連絡不明業者、また無届け工事などの違反行為、お客様とのトラブルなど問
題が増え続ける原因にもなっていましたが、この更新制度の施行によって、地元地域に根差した優良
な企業が持続的に成長・発展できる土壌がつくられ、結果として県民・市民サービスの向上に繋がる
ものと考えております。
　今回の水道法の改正は多岐にわたっており、賛否両論ございますが、我が業界としましては好意的
に受け止めまして、県民・市民の皆さまに安全、安心な「命の水」を届ける役割を一段と強化してい
く所存です。
　そこで今年は、県民・市民の皆様方に、管工事業に携わる組合員企業のことや、私ども「宮城県管
工業協同組合」をもっと知って頂きたいと思い、ＰＲイベントの企画を検討して参ります。日常的な
水道の役割はもとより、ライフラインの早期復旧に努めた東日本大震災での取り組み等を紹介するこ
とで、幅広い層の方々にあらためて認知して頂き、組合ひいては業界の社会的地位の向上を図りたい
と考えております。どこの業界も同じですが、若年労働者の確保には大変苦労していますので、これ
らの取り組みを通して、若い人たちにも目を向けてもらうことにより、業界の将来を担う人材の確保
に繋げて参りたいと考えております。

　また今年は、全国各地で小中学校等へのエアコン設置工事が進められ、宮城県内の各自治体でもほ
ぼ一斉に始まります。この件に関しましては、資機材の供給や情報の提供といった間接的な支援を行
い、事業が円滑に進むように貢献していきたいと考えております。

　今年は新天皇が即位され、元号が改められます。また、働き方改革関連法案と改正入管法の施行や
消費税の増税等も控えており、社会ルールや経済環境の面でも大きな変化の年になりそうですが、干
支の猪にならい、真っ直ぐ前を向いて、組合員一丸となって地域社会に貢献して参りますので、何卒
格別のご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　結びにあたり、皆様方のご健勝とご多幸を祈念申し上げまして、新年の挨拶とさせて頂きます。

新年のご挨拶

宮城県管工業協同組合
理事長　佐　竹　毅　彦
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　明けましておめでとうございます。新しい年を迎えるに当たり、県民の皆様の御健勝と御多幸を心
からお祈り申し上げます。
　昨年は、本県出身の羽生結弦さんが平昌冬季オリンピックのフィギュアスケート男子シングルで66
年ぶりにオリンピック２連覇の偉業を達成され、我が県のみならず、全国に大きな感動や勇気を与え
てくれました。県政運営では、三陸縦貫自動車道が気仙沼市内で開通するなど、震災からの復興が着
実に進むとともに、次世代放射光施設の仙台市内への設置決定や仙台空港の就航路線拡大、新ブラン
ド米「だて正夢」の本格デビューなど、「創造的な復興」に向けたこれまでの取組が次々と実を結ん
だ１年でした。
　今年は、「宮城県震災復興計画」の総仕上げとなる「発展期」の２年目になります。「力強くきめ細
かな震災復興」、「地域経済の更なる成長」、「安心していきいきと暮らせる宮城の実現」、「美しく安全
なまちづくり」を政策推進の基本として、復興の総仕上げに向けた施策に最優先で取り組むとともに、
未来を担う子どもたちへの支援や人口減少対策など地方創生の取組も加速してまいります。
　まず、「力強くきめ細かな震災復興」では、全ての災害公営住宅が平成30年度中に完成する見通し
となったことから、被災者の恒久的な住宅への移行を着実に支援し、残る復旧・復興事業についても
計画期間内に確実に完了するよう全力で取り組んでまいります。また、被災事業者の施設・設備の復
旧や販路の回復を支援するほか、観光地や県産品の安全・安心に関する正確な情報を継続的に国内外
へ発信することにより、東京電力福島第一原子力発電所事故で生じた風評の払拭に努めてまいります。
　次に、「地域経済の更なる成長」では、国内外からの新たな企業の立地や投資を促進するとともに、
情報通信技術の活用による生産性向上や人材の育成・確保への支援などにより、県内中小企業の競争
力強化を進めてまいります。また、多様な人材が活躍できる社会の実現を目指し、企業における働き
方改革の推進を支援してまいります。
　産業の発展を支える交通インフラの整備については、三陸縦貫自動車道等の整備を進めるほか、仙
台空港の24時間化や官民連携で上工下水３事業を一体的に運営する「みやぎ型管理運営方式」の実現
に向けた取組を推進してまいります。
　次に、「安心していきいきと暮らせる宮城の実現」では、医療従事者の確保により地域医療体制の
整備を進めるとともに、企業、大学などと連携して生活習慣病予防による県民の健康づくりを推進し
てまいります。
　東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けては、サッカー競技会場となる宮城スタジアム
の改修整備を進めてまいります。
　最後に「美しく安全なまちづくり」では、防潮堤の整備や防災道路ネットワークの構築を推進する
ほか、広域的な防災体制を整備し地域防災力の更なる向上を図ってまいります。
　震災から間もなく８年が経過し、震災復興計画も残り２年となります。震災前の状態に戻す「復旧」
にとどまらない「創造的な復興」を更に進め、一人一人が輝く、元気な宮城を県民の皆様とともに築
き上げてまいりたいと考えておりますので、今後とも御理解と御協力をお願い申し上げます。

宮城県知事
村　井　嘉　浩

一人一人が輝く元気な宮城を目指して
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　明けましておめでとうございます。皆さまにおかれましては、輝かしい新年をお迎えになったこと
とお慶び申し上げます。
　宮城県管工業協同組合ならびに組合員の皆さまにおかれましては、日頃より、市民の健康と生命を
守る重要なライフラインである上下水道の安定運営に、様々なご支援をいただいておりますことに心
より感謝申し上げます。
　昨年を振り返りますと、４月に発生した大阪北部地震、７月の西日本豪雨、９月の北海道胆振東部
地震と、全国各地で自然災害が頻発し、自然の猛威を改めて感じさせられた年であったと思います。
　本市では、これらの災害に対応するため、東日本大震災の被災都市として当時の経験を活かし、歴
史姉妹都市である宇和島市をはじめとした被災地へ全庁をあげて支援を行いました。宇和島市におい
ては、浄水場が壊滅的な被害を受け、断水が１ヶ月近く続いている中、私自身も被災地の視察をさせ
ていただき、その被害の甚大さと、ライフラインが人々の暮らしにかかせないものであることを肌で
実感いたしました。
　甚大な被害をうけた被災地の１日も早い復旧をお祈り申し上げますとともに、日頃より本市の市民
生活の基盤となるライフラインを支えている貴組合ならびに組合員の皆さまに改めて深く感謝申し上
げます。
　さて、本年は、平成という時代が終わる、一つの節目の年であります。平成が始まった31年前は、
本市が政令指定都市として新たにスタートを切った時期でもございました。人口減少、少子高齢化な
ど、取り組むべき課題は山積しておりますが、これから訪れる新しい時代に対応できるよう、これま
での本市の30年間の取り組みを振り返りつつ、仙台ならではの魅力に磨きをかけ、今後も未来に向け
たまちづくりを進めてまいりたいと考えております。
　まず、本市の中長期的なまちづくりの基本的な指針となる総合計画につきましては、いかに仙台の
都市個性を生かしながら、地域の実情に沿った実効性のある計画にするかが大きなポイントになりま
す。未来の羅針盤となる総合計画の策定に向けて、しっかりと取り組んでまいりたいと考えておりま
す。
　また、まちの活力の維持・発展におきましては、経済のグローバル化の進展をはじめ、都市を取り
巻く変化に的確に対応し、地域経済を持続的に発展されることとあわせて、交流人口の拡大による地
域経済の活性化が重要となります。今後、本市が集中的に取り組むべき施策の方向性を示す指針とな
る「仙台市経済成長戦略2023」および「交流人口ビジネス活性化戦略」を経済産業・交流人口拡大の
両分野の新たな戦略とし、まずは新年度に向けまして、具体的な施策の実行に向けた準備を進めてま
いりたいと考えております。
　今後も、108万市民の皆さまと手を携えながら、多くの人が行き交う魅力と活力にあふれる街、仙
台に暮らす人々が豊かさを実感できる未来を目指して、私自身、先頭に立って取り組んでまいります
ので、貴組合ならびに組合員の皆さまには、引き続きご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　最後に、この１年が、皆さまにとって実り多き１年になりますことを心よりご祈念申し上げまして、
新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

仙台市長
郡　　　和　子
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　明けましておめでとうございます。
　宮城県管工業協同組合ならびに組合員の皆様方におかれましては、希望に満ちた新年を迎えられた
ことと心よりお慶び申し上げます。また、日頃より水道という重要なライフラインを維持し、本市の
市民生活や地域産業を支えるためにご尽力いただいておりますことに心より御礼申し上げます。
　さて、全国的に水道事業を取り巻く環境はより厳しさを増しており、人口減少社会の到来による給
水人口の減少や、様々な節水機器の開発・普及、社会全体での節水意識の向上等による水需要の低迷
など、給水収益の大幅な減少は避けられないものと見込まれております。
　一方で、高度経済成長期に急速に整備された管路、浄水場や配水地などの水道施設の老朽化が進む
中、地震や台風、豪雨など、近年頻発している自然災害にも対応しなければならないことから、適切
な水道施設の更新、耐震化などに向けて、将来を見据えた施設の計画的な更新が必要となります。
　本市におきましても、給水人口が2020年頃をピークに減少に転じる見込みであり、更なる給水収益
の減少が想定されることに加え、管路の老朽化や、主要浄水場の１つである国見浄水場が更新時期を
迎えるなど、経営状況は一層厳しさを増していく見込みとなっております。
　この水道事業が直面する人口減少、施設老朽化、人材不足等、様々な課題に対応し、水道事業の基
盤強化を図ることを目的として、昨年12月に改正水道法が臨時国会で可決され、水道業界で大きな話
題となっております。改正法の柱としては、広域連携の推進、適切な資産管理の推進、多様な官民連
携の推進等があげられております。
　現在、本市で取りくんでいる次期水道事業基本計画の策定にあたっては、この水道法改正の趣旨を
踏まえ、アセットマネジメントの向上による長期整備計画の策定と適切な資産管理、そして様々な民
間活力の活用方策の検討など、必要な取り組みを盛り込むべく、作業を進めているところでございま
す。策定にあたりましては、局内において、所属の垣根を越えた組織横断型の検討会を実施している
ほか、基本計画策定委員として外部の専門家の方々からご意見を伺いながら、実効性のある計画策定
を進めてまいりたいと考えております。
　加えて、本年は中期経営計画の最終年にあたります。現計画の総仕上げとなる年でございますの
で、東日本大震災での教訓を生かした災害に強い強靭な水道づくりや持続可能な事業経営の実現に向
けて、各種事業の円滑かつ着実な推進に取り組んでまいる所存でございます。
　水道事業は、今後新たな局面を迎え、様々な困難が待ち受けていると思います。計画的に水道施設
の更新や耐震化を進め、30年先、50年先も持続可能な水道事業を実現することは、安全で良質な水道
水を安定的に供給していく上で必要不可欠であります。
　本年も引き続き、高い技術力とライフラインを支える強い使命感を併せ持つ貴組合並びに組合員の
皆様の一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、宮城県管工業協同組合の更なるご発展と、組合員の皆様の益々のご活躍とご
健勝を心より祈念申し上げまして、新年の挨拶といたします。

新年のご挨拶

仙台市水道事業管理者
板　橋　秀　樹
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　明けましておめでとうございます。宮城県管工業協同組合の皆様におかれましては健やかに新春を
お迎えのことと存じ、心からお慶び申し上げます。旧年中は、本会の事業運営にあたり、宮城県管工
業協同組合並びに組合員企業の皆様をはじめ、行政機関、関係機関の皆様には多大なご支援、ご協力
を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。
　昨年は、大阪北部地震や豪雨・台風、北海道胆振東部地震など相次ぐ自然災害による甚大な被害が
頻発しました。これらの災害により亡くなられた方々とご遺族に対し、深く哀悼の意を表しますとと
もに、被災者の方々に心からお見舞い申し上げます。
　さて、世界経済に目を転じますと、ゆるやかな拡大傾向が続くものの、米中貿易摩擦は一段と激化し、
ユーロ経済も英国のＥＵ離脱交渉が難航するなど不安リスクを抱えながらの展開となりました。一方
で国内経済は、関西地方を襲った地震・台風に加え、北海道胆振東部地震の、人的被害を含め広範囲
にわたる悪影響を受けながらも、企業の設備投資は増加傾向、個人消費が持ち直すなど、ゆるやかな
回復基調で推移していると発表されています。
　しかし、国内企業の９割を占める中小企業・小規模事業者、とりわけ首都圏以外の地方ではその実
感は無く、深刻化する人手不足と後継者問題に対応するため、労働環境の整備と生産性の向上を図り
ながら自社の経営基盤強化に積極果敢に取り組んでいるのが現状です。
　政府は、「人づくり革命」として若者の育成に注力するとともに「生産性革命」として、「ものづく
り・商業・サービス補助金」などの支援策を実施、加えて、ロボット、ＩｏＴなどの「第四次産業革
命」を推進するなど、本年も海外経済の不確実性や金融資本市場の変動に留意しつつ、緩やかな景気
回復を目指していくものと思われます。
　こうした状況の中で、経営資源に大きな制約のある我々中小企業・小規模事業者が地域経済の核と
なり持続的な発展をしていくためには、個々で解決できない課題を相互扶助の精神のもとに連携し、
組織の力を最大限に発揮して事業承継を含めた厳しい経営環境を乗り越えていく必要があり、なお一
層の組織化推進と組織力の強化を図っていくことが求められます。
　本会は、新年も「つながる　ひろげる　連携の架け橋」の基本方針に基づき、日々の会員巡回等を
通じた現状把握による組合運営・共同事業等の組合活動の支援を強化するとともに、組合設立、企業
間連携、組合間連携、業種間連携による成功事例を創出して参ります。
　また、組合の人材確保・次世代人材育成、実情に応じた働き方改革への対応に合わせ、技術・技能、
運営管理面における人材育成支援を強化するとともに、宮城県の震災復興計画と連動し、被災地での
新たなまちづくりやインフラ整備、失われた販路回復や原材料の高騰、人手不足対策等の支援を強化
継続して参ります。その他、「ものづくり・商業・サービス補助金」については、本会が事務局とし
て事業を継続して参りますので、是非とも多数の企業の方々にご活用いただきますようお願いいたし
ます。
　皆さま方には引き続き、本会へのご支援ご協力を賜りますことをお願い申し上げますとともに、宮
城県管工業協同組合及び会員企業の皆様の飛躍発展を心よりご祈念申し上げ、新春のご挨拶といたし
ます。

新年のご挨拶

宮城県中小企業団体中央会
会長　今　野　敦　之
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　新年明けましておめでとうございます。
　宮城県管工業協同組合の皆様方には、お健やかに新春をお迎えになられたことと謹んでお慶び申し
上げます。
　また、常日頃より当連合会の事業運営に深いご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、東日本大震災から間もなく８年、着実に復興への歩みを進めておりますが、道半ばの状況で
あり、震災を風化させることなく引き続き官民の総力を結集した取組が求められております。
　異常気象等による多種多様の災害が各地で頻発する中、昨年も大阪府北部地震、７月の西日本豪雨、
台風21号や北海道胆振東部地震等、甚大な被害を各地にもたらし、地域を熟知し地域に密着する地域
建設産業が、災害時等に真っ先に駆けつけ、地域の安全・安心の確保のための活動を展開しておりま
すことから、まさに地域の町医者的に活動する重要な役割を担っております。加えてインフラの更新
時期が迫っている老朽化対策等、住民の安全・安心で快適な暮らしのための国土強靱化を担う重要な
役割を果たすのも建設産業であります。
　一方で、少子高齢化を背景に生産年齢人口が減少する中で、産業間・企業間における人材獲得競争
が熾烈を極めており、建設産業界における将来の担い手確保・育成が今後の建設産業の維持発展、そ
して明るい未来へとつながる最重要課題であることから、適正な利潤の確保を発注者責務に盛り込ん
だ改正品確法の５年毎の見直しが検討されるとともに、新たな建設産業の３Ｋ（給料・休日・希望）
を掲げ、官民挙げての建設産業で働く方々の環境改善、処遇改善等の各種施策の取り組みが展開され
ております。
　昨年６月には「働き方改革関連法」が成立し、建設業においても労働基準法の改正法施行の５年後
となる2024年度から、時間外労働の上限規則が適用されることとなったところでありますが、「使用
者への５日間の年次有給休暇取得」や「労働者の労働時間の状況把握」については業種に関係なく、
2019年度より義務化されることから、働き方改革への取組はまさに待ったなしの状況にあります。
　さらに、技能者の就労履歴を蓄積し適正な評価のもとに処遇改善を図るための「キャリアアップシ
ステム」の運用も、当初の予定より若干遅れが生じたものの本年４月より本格運用されることとなっ
ております。
　当建産連と致しましても、「現場の見える化」や「子どもたち、家族、一般に対する現場体験」等
の各種企画を展開するとともに、魅力ある建設現場を実現する「i-Construction」による建設技術を
今後さらに推進を図り、４週８休を目指した「働き方改革」を進め、他産業にも負けない将来の担い
手確保・育成に向けて時期を逸することなく取り組んで参る所存であります。
　今後も人々の生活が続く限り存続し重要な役割を果たすのが建設産業であります。復興の進展や今
後の維持管理・更新時代を迎え、生活基盤を支える貴組合員の活躍の場がさらに広がって参るものと
思われますことから、しっかりと担い手を確保し、生涯を託せる魅力ある産業づくりに貴組合とも連
携し一体となって進めて参りたいと存じます。
　最後になりますが、建設産業界発展に向けてなお一層ご活躍をされますことを念願し、また、貴組
合並びに組合員皆様がさらに飛躍発展されますことを心から祈念し新春のあいさつといたします。

新年のごあいさつ

宮城県建設産業団体連合会
会長　千　葉　嘉　春
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平成31年宮管新年祝賀会を開催

　１月10日（木）、仙台市青葉区の勝山館において、恒例の新年祝賀会
を開催したところ、来賓及び組合員等合わせて181名が出席した。
　祝賀会は、午後５時30分に千葉総務課長の司会で開会し、はじめに
佐竹理事長から、
　「昨年末の臨時国会において、私ども管工事業界が長年要望し、ま
た全国的に陳情を展開してきた指定給水装置工事事業者の更新制度を
盛り込んだ水道法の一部を改正する法律が成立した。これからも引き
続き、安全・安心な“命の水”を届ける役割を一段と強化していきた
い。また、今年は県民・市民の皆様方に、組合員企業のことや、私ど

佐竹理事長

も“宮城県管工業協同組合”をもっと知って頂くＰＲイベントの企画を検討して参りたい。組合ひい
ては業界全体の社会的地位の向上を図っていく」と挨拶があった。

河端宮城県副知事 髙橋仙台市副市長 東北地方整備局二橋建政部長

　続いて、宮城県知事（代理：河端章好副知事）から「県民一人ひとりが幸福を実感し、安心して暮
らせる宮城の実現にむけて邁進していく。その一貫として昨年12月の改正水道法の成立を受け、官民
連携で上水・工業用水・下水を運営する宮城型管理運営方式の実施に取り組んでいくので、より一層
のお力添えをお願いしたい」、仙台市長（代理：髙橋新悦副市長）から「日頃から上下水道を支えて
頂いていることに改めて感謝申し上げる。仙台市は、今年、政令指定都市となって30年の区切りの年
であるが、これからも未来に向けた街づくりを推進していくので、引き続きご協力をお願いしたい」、
国土交通省東北地方整備局の二橋宏樹建政部長から「東日本大震災の発生から８年を迎えようとして
いるが、発災時の応急復旧をはじめ、災害公営住宅や公共建築工事等の上下水道設備工事に多大なる
ご尽力を頂いていることに改めて感謝申し上げる」と水道のライフラインを守っていることや震災の

復旧・復興工事に対する感謝の言葉と、今後ますますの発展を期待
する旨の祝辞を頂戴した。
　また、宮城県議会議長（代理：只野九十九宮城県議会副議長）と
斎藤範夫仙台市議会議長からも挨拶を頂き、板橋秀樹仙台市水道事
業管理者による乾杯の発声で開宴した。　
　出席者は、新年の挨拶を交わして和やかに歓談し、午後７時、当
組合の菅原副理事長、本山副理事長、吉田専務理事が登壇、本山副
理事長の三本締めで盛会のうちにお開きとなった。

板橋水道事業管理者
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平成30年度宮管親善ボウリング大会を開催

会場内は熱気に包まれました

井上委員長

　11月20日（火）、仙台市宮城野区のコロナキャットボウル仙台店において恒例の宮管親善ボウリング
大会を開催したところ、昨年度を上回る多くの方々に参加を頂き、組合員従業員等総勢111名が腕を
競った。この大会は、福利厚生事業の一環として総務・厚生委員会が担当している。
　大会開始時刻の午後６時30分、佐藤敏昭委員の司会のもと、はじめに佐竹理事長から挨拶があり、
続いて、ボウリング場の担当者からルール説明が行われ、５分間の練習ボールの後、一斉にスタート
した。各レーンでは、ストライクやスペアが出ると、歓声をあげて拍手やハイタッチをして喜び合う
姿も見られ、１時間半にわたって盛り上がった。

　表彰式は、服部達彦委員の司会で、まず、井上環総務・厚生委員長
から挨拶があった。続いて、菅井孝司委員が成績発表を行い、井上委
員長から入賞者へ賞状と景品等が手渡された。男女別の個人戦は、㈱
安達工業の高橋健さんと飯野幸江さんが優勝し、団体戦も㈱安達工業
が栄冠を勝ち取った。全ての表彰を終えた後、中鉢丹副委員長から閉
会の挨拶があり、散会となった。
　なお、個人戦及び団体戦の結果は次頁のとおり。

■W175×H50 機関誌「宮城県管工業協同組合」
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男性の部優勝の高橋さん

団体戦優勝の安達工業の皆さん

女性の部優勝の飯野さん

［団体戦］

［個人戦：男性の部］

［個人戦：女性の部］

順　位 氏　　名 会　　社　　名 １Ｇ ２Ｇ TOTAL HDCP HD込
優　勝 高橋　　健 ㈱安達工業 185 199 384 384
準優勝 有住　　弘 ㈱日幸商會 131 193 324 324
第３位 渡辺　治美 ㈱いづみ衛生施設工業 155 146 301 20 321
第４位 福山　睦男 ウエノ設備㈱ 125 170 295 20 315
第５位 田中　一志 ㈱安達工業 146 161 307 307

順　位 氏　　名 会　　社　　名 １Ｇ ２Ｇ TOTAL HDCP HD込
優　勝 飯野　幸江 ㈱安達工業 168 155 323 50 373
準優勝 石川みゆき ㈱いづみ衛生施設工業 112 115 227 50 277
第３位 安部　香織 渡辺建設工業㈱ 107 110 217 50 267
第４位 伊藤美智代 ㈱宮城日化サービス 103 109 212 50 262
第５位 高橋　静穂 ㈱ヨネヤマ設備 83 123 206 50 256

順　位 会　　社　　名 １Ｇ ２Ｇ TOTAL HDCP HD込
優　勝 ㈱安達工業 602 680 1282 50 1332
準優勝 ㈱いづみ衛生施設工業 471 568 1039 70 1109
第３位 ウエノ設備㈱ 504 551 1055 40 1095
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大久保氏

　11月29日（木）、仙台市青葉区の宮城県建設産業会館において、「平
成30年度宮城県建設雇用改善推進大会」が開催され、席上、組合員㈱
ヨネヤマ設備の大久保正樹氏が「みやぎの建設技能グランプリ」功労
賞を受賞した。
　この表彰は、優れた現場技能者を対象として、「ものづくり」に携
わる者の誇りと意欲を喚起し、その能力と資質の向上を図り、もって
建設業の健全な発展に寄与することを目的に行われている。
　大久保氏は、長年管工事業に携わり、その真面目さで卓越した技術・
技能を習得し、更に努力を怠らないこと、また温和な人柄で部下から

の信望も厚く、後進の良き模範となっていること等が評価され、今回の受賞となった。
　おめでとうございます。

 「みやぎの建設技能グランプリ」功労賞を受賞
～株式会社 ヨネヤマ設備　大久保　正樹　氏～
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お知らせ①
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お知らせ②

厚生労働省・都道府県労働局からのお知らせ

フルハーネス型墜落制止用器具を用いた業務に関する特別教育について
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青年部コーナー

会長　大泉　雄介（㈱北栄工業所）

　あけましておめでとうございます。
　日頃は、青年部活動に対してご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　会長を仰せつかってから、あっという間に半年が経過しました。半年経って思う事は、会員の皆様
はもちろん、親組合様はじめ、様々な方々からの温かいご支援により青年部は成り立っているのだな
ということです。
　励ましの言葉、お叱りの言葉を真摯に受け止め、１期２年を精進しながら務めさせて頂きたいと思
います。

　さて、今年の干支は正式には己亥（つちのと・い）年となるそうです。干支といえば、12種類の動
物を思い浮かべてしまいますが、これが十二支。日の出から日の入りまでを十等分した十干（じっか
ん）（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸）と十二支の組合せで干支となります。
　この組合せで有名なのが丙午（ひのえ・うま）でしょうか。十二支も、もともとは植物の成長を表
すものだったそうです。亥は一番最後で、生命の力が種子に閉じ込められている状態とのこと。猪の
連想からエネルギーを爆発させる様なイメージでしたが、次のステップにむけてパワーを蓄えている
年ということになります。
　上記から己亥年は、安定した状態で始動を待つ、準備期間を意味するそうです。１年を準備期間と
するのは長い気がしますが、大きくみると青年部は３年後に50周年という大きな行事が控えておりま
す。このための充実した準備期間にできればと思っています。
　また、この準備期間は、見方を変えれば青年部内の結束を固めるための時間とも捉えることができ
ます。青年部の皆様には青年部目標でもある仲間づくりを、更に推進して頂ければと思います。
　今年１年、また様々な事があるでしょう。良いことも大変なことも、皆様と一緒に乗り越えていき
たいと思います。
　会員皆様の今後の飛躍、また各会社様の益々のご発展とご多幸を祈念致しまして、新年の挨拶とさ
せて頂きます。

新年のご挨拶

宮管青年部平成30年度体制の発足を迎えて

副会長　扇　　俊介（藤倉設備工業㈱）

　宮管青年部大泉新会長体制が発足し、早や半年が経過しました。
　発足直後から、「泥船内閣！！」「前途多難人事！？」などと、ほうぼうの方々から多くの揶揄をさ
れながらも６月９日に何とかスタートを切りました。
　今現在の青年部構成員数は33名。全盛期は60名程在籍していた様ですが、毎年卒業生を自然輩出す
る一方、新規入会生を強制発掘する事に歴代会長は腐心していましたが、会員数の年々減少はやむを
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得ない状況です。
　しかし、今年度も新たな期待の新人を発掘すべく、日々捜し求めていますので、是非情報提供を皆
様にお願い致します。
　今年度の青年部活動が半年を経過し、大泉新会長体制が沈没せぬ様、全会員が必死にオールを漕ぎ
ながら、日々粛々と事業をこなしている状況です。
　その一方、この有様を見て、静観出来ぬ諸先輩方々から苦言を頂く頃合いとなり、実際に突如呼び
出される機会が多くなりました。
　今後も大いに有難いアドバイスを受けながら、大泉新会長と共に青年部活動を担っていきたいと思
います。

宮城県中小企業団体青年部連絡協議会主催の青年部大会に参加して

副会長　本山　泰督（本山振興㈱）

　11月21日（水）、パレスへいあんにて開催された宮城県中小企業団体青年部連絡協議会（以下、青連
協）主催の青年部大会に、当青年部からは大泉会長、渡辺幹事と私の３名で参加しました。
　宮城県中小企業団体中央会の下部組織である青連協からは、来賓を含め47名参加しており、盛会に
開催されました。
　第一部における、優良青年部・青連協貢献部門及び社会貢献部門の表彰の後、第二部として、国際
ビジネス＆スポーツアナリストのタック川本氏による記念講演「メジャーリーグに学ぶ経営戦略～勝
つための組織と人材育成～」がありました。
　タック川本氏はロサンゼルス・エンゼルスに在籍し、2002年、創立42年目にしてワールドチャンピ
オンになった時にフロントにいて、その快挙の一翼を担った方です。今回はメジャーリーグの球団経
営に携わった経験や事例をお聞きしました。
　特に印象に残ったお話に「野球に必要なものは何ですか？」との問いに対し、だいたいの人は、ボー
ルやバット等と答えるそうですが、多くのメジャーリーガーと付き合って出た答えは『人』だそうで
す。当たり前のようですが、いくら野球の才能や技術が優れようと『人』を大切にできなければ真の
メジャーリーガーとして長年活躍できないそうで、『人間力』を持ったメジャーリーガーはジョーク
を交えたトークを行い、他人とのコミュニケーションをとるのが非常に上手いそうです。メジャーリー
ガーは「野球さえできればそれでいい」と思われがちですが、チームメイトとの間に十分な信頼関係
を築けないと野球の本質であるチームプレイが機能せず、試合
に勝てない。むしろ野球以外の部分で「あいつと一緒にいると
楽しい」と思わせるような気配りや雰囲気づくりが大切だとお
聞きしました。コミュニケーション上手とは状況把握が上手な
人のことであり、このことは仕事や普段の人間関係にも大いに
共通することではないかと思います。
　講演中に2002年にロサンゼルス・エンゼルスがワールドチャ
ンピオンになった時に贈られた貴重なワールドチャンピオンリ
ングを参加者全員、手に取らせていただきました。このリング
は関係者以外が嵌

は

めると願いが叶うという逸話があるそうで、
私は「業界の発展、自企業の発展、家内安全」をお願いさせて
頂きました。
　また懇親会の場では仙台印刷工業団地協同組合青年部など他 ワールドチャンピオンリング
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チャリティ募金のご報告
～ご協力、誠にありがとうございました～

会長　大泉　雄介

　当会では、今年度の親善ゴルフコンペ時にチャリティとしてご協力頂
いた募金額34,000円を（公財）日本ユニセフ協会へ寄付して頂くよう、11
月28日（水）に河北新報社へ寄託しました。
　ユニセフ（ＵＮＩＳＥＦ：国際連合児童基金）は世界の子どものため
に活動する国連機関で、第２次世界大戦で被災した子どもへ緊急援助を
行うことを目的に、1946年の第１回国連総会で創設されました。現在、
ユニセフはすべての子どもたちの権利が守られる世界を実現するため
に、世界150以上の国と地域で、保健、栄養、水・衛生、教育、HIV/エ
イズ、保護、緊急支援、アドボカシー（政策提言）などの活動を実施し
ています。
　今後もチャリティ募金を続けていきますので、皆様方のご協力をお願
い致します。

平成30年11月29日
河北新報朝刊

業界青年部の方と一緒になり、各業界ならではのクイズに答えて懇親を深めました。
　その業界の方しか知らないであろう知識に触れるのは異業種交流会の醍醐味であり、新しい発想や
手法に触れるチャンスでもあります。今年の２月12日にも異業種交流会が開催されるそうなので、機
会があれば是非参加したいと思いました。
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仙台と言えば…　 「杜の都」

　仙台は「杜
もり

の都」と呼ばれていますが、皆さんはその由来をご存知ですか？

◇大昔
　仙台の地は“宮城野”と呼ばれ、仙台平野には木がほとんどなかったそうです。現在の市街地の辺
りも、ススキやヨシが生い茂る草原でした。

◇江戸時代
　今から400年程前、仙台を治めていた伊達政宗公が家臣たちに、屋敷に栗や柿、竹（筍）などの食
用にできる果樹を植えるようにすすめ、隣家との境には杉を植えるように奨励し、屋敷林が形成され
ました。藩としても、継ぎ木を与えていたそうです。
　また、武家屋敷は広大な敷地で、家屋の面積は敷地に対して７％程だったという記録があります。
　城下町で植樹が推奨されていたのは仙台に限りませんが、仙台の城下町は武士が８割（1688 ～
1704年：元禄時代）であり、他の城下町と比べて武士の割合が多く、武士の屋敷の屋敷林、寺社の林、
周辺の丘陵地、青葉山等による樹林の連続性によって、緑が仙台を包むようだったといわれています。

◇明治時代
　明治に入り、“武士の世”は終焉を迎えましたが、屋敷の多くは住宅としてそのまま受け継がれ、
屋敷林も維持されていました。仙台を訪れたフランス人宣教師のジャン・Ｍ・マランが、仙台市街は
樹木が多いと記録に書き留めています。
　明治23（1890）年刊行の観光案内書にも、仙台は市街地の緑が豊かであると記載されていたようです。
　また、明治40（1907）年に『松島志お李』で、向山（現：仙台市太白区）から見た仙台のまちを、
荒川偉三郎氏が「深林の都」と述べ、その翌々年（明治42年）に『仙台松島塩釜遊覧の栞』で、荒川
偉三郎氏が仙台を「森の都」と記述し、森の都という言葉が生まれたそうです。

◇昭和時代
　昭和に入って間もない頃に、「杜の都」と表されるようになったといわれます。
　「杜の都」の「杜」は、山などに自然に生えている樹木や草花だけではなく、そこに暮らす人々が
協力して育て続けてきた豊かな緑という意味で、寺社や屋敷の周りを囲む“緑”、人々が丁寧に守っ
てきた“緑”こそが仙台の宝という想いが込められているそうです。
　しかし、第二次世界大戦末期の昭和20（1945）年７月10日、仙台空襲によって、仙台の“緑”は焼
けてなくなってしまいます。
　その後、戦後の復興により、青葉通りや定禅寺通りが整備され、現在の「杜の都」の姿となってい
ます。

高度経済成長期に、日本各地で開発が行われ、緑地が失われていきましたが、昭和
48（1973）年、仙台市は「杜の都の環境をつくる条例」を制定し、自然と調和した
環境と個性豊かな杜の都の伝統ある風土を未来に継承していく努力を続けています。
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今年もよい年になりますように

Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

八百万

　「八百万」という文字の読み方は、「はっぴゃくまん」という数を表す読み方と、「やおよろず」と
いう読み方があります。日常生活の中では「はっぴゃくまん」と読む機会の方が多いかと思いますが、
今回は、「やおよろず」という読み方についてご紹介します。

　「八
や お よ ろ ず

百万」という言葉は、“数が数えられないくらい無限にある、たくさんある”という意味があり、
「八

や お よ ろ ず

百万の神々」という使われ方を連想する人が多いかと思います。
　古来の日本人は、食べ物はもちろんのこと、車や家、箸や文房具にも神様がいると信じていたとい
われています。これは、多神教やアニミズム的な、日本独特の神様に対するとらえ方で、無数の神様
が私たちの身の回りのありとあらゆるものに宿っているという考え方を表しています。
　文献では『古事記』上巻の「天

あま

の岩戸」の段にある「八百万神、天
あめ

の安
やす

の河原に神
かむ

集
つど

ひ集ひて」と
いう記述が、初出といわれています。
　さて、なぜ「九」「十」ではなく、「八」なのかというと、「八」という数字には、“無限にある、た
くさんある”という意味があり、“果てしなく大きい数”という意味で「八百万」という使われ方を
しているようです。
　なお、似た言葉に「八百屋」がありますが、これは果物や野菜を売る「青屋」がなまり、それにた
くさんの種類の果物や野菜を売っているという意味を込めて「八百屋」という字を当てたことが由来
だそうです。
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 「アルバイト」
宮城県管工業協同組合

理事・扇町本部長　小　川　憲　昭　

Note役員ノート

　父親が亡くなったのが、平成５年。生前、父親の教育には共感出来ないことが多く、小学生までは
とても優しい父親でしたが、中学生になった頃には、「もう一人前の大人なんだから、自分が必要と
するものは、自分で買う。お金を稼ぎなさい。」という教育を受けてきました。
　戦争に行った人だった為、貧乏経験をしろということだったのか？検察庁に勤めていたせいか、た
だ厳しかったのか？今も理解出来ずにいます。
　中学に入学してからは、新聞配達のアルバイトに明け暮れておりました。新聞配達は正月が一番つ
らく、広告のチラシだけで通常の倍以上の厚さになる為、部活のフットワークには最適のトレーニン
グになります。
　高校に入ってからは色々なアルバイトをしました。消火器の粉を詰めるアルバイトは全身真っ白に
なり、また、その設置工事もしました。これは当初、昼食付きと聞いて始めたのですが、昼は会社に戻り、
釜で米を炊かされ、おかずはマヨネーズのみだったものの、意外と美味しかった事が記憶にあります。
郵便局やバイク屋でのアルバイト、出前の配達、大学生と偽って三越でもアルバイトをしました。三
越では当初、お中元やお歳暮時期に、贈る方から贈られる方への葉書を書く業務でしたが、あまりの
字の美しさに１日で検品にまわされ、翌日からは扇町の商品センターでトラックへの荷物の積み込み
に変わりました。
　大学に入ってからは、学校には殆ど行かず、アルバイトに明け暮れ、少しでも日給が高いものを選
び、アルバイトが終了すると職安や学生相談所へ朝から通う日々でした。
　ガソリンスタンドや材木の配達、建材の配達では福島方面などにトラックで往復していたので、現
在の組合業務に少しは役に立っています。今の宮管に隣接する宮城車体では大型トラックの整備の手
伝いや陸送の仕事をしました。住宅地開発のアルバイトでは、現在の貝ヶ森や松陵にもよく行ってお
りました。これも現在の業務につながっております。
　たまにはきれいなアルバイトと思い、一度、ラーマゴールデンソフトの試食品を戸別訪問して配る
アルバイトをしましたが、マンションの管理人さんに配るのを忘れ、クレームが入り１日でクビにな
りました。その外、ダイナマイトで山を崩す作業や、ボクシングの渡嘉敷勝男のボディーガード、労
働組合がある会社の経営者に雇われたロックアウトのアルバイトも意味が分からないままやっており
ました。東北新幹線の高架橋建設の仕事は夜中でしたが、１日12,000円貰える高額なアルバイトでし
た。霊柩車のローラーへの油さしでは、一日中霊柩車の中にいるので、臭いが体中に染みこみ、お風
呂に入っても醤油工場のような臭いがとれなかったことを覚えています。
　その中でも一番印象に残っているのは、荒町の職業安定所にアルバイトを探しに行くと、入り口前
で、やばそうな怖いおじさんたちに「良いアルバイトがあるから」と言われ、夜中の12時に指定され
た場所に行くと、トラック荷台に学生が５～６人、ある会社へ出向き、その中の荷物を運び、まさに
映画さながらの夜逃げ屋のアルバイトでした。
　また、今だから言える話ですが、ある時に怖い人達の事務所に集められ、内容を聞くと借金の取り
立てで、当時、サラ金の回収不能な人へ２人組で集金に行き、回収出来ればその半分を頂けるという
率の良いアルバイトでした。間違いのないように書きますが、決して脅したり、怒鳴ったりするので
はなく、家の玄関で正座して「お願いだから返して下さい。それでないと私たちは帰れないです。」と、
ひたすら頭を下げるだけなのですが、20歳前後の２人が朝から夕方まで玄関で正座していると、相手
も可哀想になって、最後には自宅にあげられて夕飯をご馳走になり、お金を返してもらえることにな
り、ほぼ100％近い回収が出来ました。
　今となってみると、その一つ一つのアルバイト経験が今の自分の仕事につながっていると考えます。
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組 合 の う ご き

11月２日（金）・平成30年度仙台市水道水分神社祭に本山副理事長、藤井常勤理事外出席
11月３日（土）・「仙台市下水道フェア2018」開会式に佐竹理事長外出席、上下水道委員会の鈴木（恵）

委員、金来委員外が従事
11月６日（火）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”初冬号の発刊について
　　　　　　　②「広瀬川に架かる橋を訪ねて」に代わる新コーナーの企画について
　　　　　　　③“みやかん”新春号寄稿者の選定について
11月７日（水）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成30年度工事事業の予算と上半期実績（４月～９月分）
　　　　　　　②水道フェア2018報告
　　　　　　　③ものづくりフェスタinみやぎ2018報告
　　　　　　　④仙台市下水道フェア2018報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会の開催

について
　　　　　　・平成30年度随時実施技能検定（建築配管）実技試験が実施され、㈱相澤設備の相澤

十四男会長が技能検定委員として運営にあたる
11月８日（木）・11月度役員会開催
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④上下水道委員会報告
　　　　　　　⑤仙台市下水道フェア2018報告
　　　　　　　⑥平成30年度技能検定実技試験の実施について
　　　　　　　⑦平成30年度技能向上訓練（実技・学科部門講習会）の実施について
　　　　　　　⑧平成30年度仙台市技能功労者表彰受賞者報告
　　　　　　　⑨平成30年度地区連絡会ブロック会議報告
　　　　　　　⑩第２・四半期決算報告
　　　　　　　⑪第２・四半期監査報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成31年新年祝賀会の開催について
　　　　　　　②仙台市営バスへの広告掲出について
11月12日（月）・第46回仙台市技能功労者表彰式が行われ、組合員ウエノ設備㈱の山木常吉氏が同表彰

を受賞
11月13日（火）・仙台市都市整備局と東北建専連宮城県支部との意見交換会に佐竹理事長出席
　　　　　　・平成30年度組合特定問題事例研究会に吉田専務理事出席
11月14日（水）・平成30年度第２回労働判例研究会に吉田専務理事出席
11月15日（木）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、武田監事出席
　　　　　　・平成30年度仙台市指定給水装置工事事業者研修会に白戸工事部次長外出席
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11月19日（月）・仙台市下水道フェア2018「第17回“くらしと水”川柳コンクール」表彰式に佐竹理事
長出席

11月20日（火）・仙台市水道局（水道事業管理者）への陳情会に佐竹理事長外出席
　　　　　　・平成30年度宮管親善ボウリング大会開催、組合員従業員等111名参加
　　　　　　・東北配管工事業協同組合平成30年度合同例会及び懇親会に小川理事・扇町本部長外出

席
11月21日（水）・当組合修繕センター部東エリア担当係長若生洋幸様葬儀に佐竹理事長外参列
11月22日（木）・仙台市下水道フェア2018「児童・生徒絵画コンクール」表彰式に佐竹理事長出席
11月26日（月）・平成30年度後期技能検定委員等打合せ会に藤岡正行社長（㈱アトマックス）、相澤

十四男会長（㈱相澤設備）、福田幸穂社長（㈱加納工業所）、白戸工事部次長出席
　　　　　　・建設業法令遵守等講習会に千葉総務課長出席
11月27日（火）・「建設キャリアアップシステム」に関する説明会に千葉総務課長出席
11月28日（水）・平成30年度第１回宮城県職業能力開発審議会に渡辺常任相談役出席
11月29日（木）・４者間（仙台市水道局・同建設局・公益財団法人仙台市水道サービス公社・宮管上下

水道委員会）意見交換会開催
　　　　　　・平成30年度宮城県建設雇用改善推進大会に小川理事・扇町本部長外出席、席上、組合

員㈱ヨネヤマ設備の大久保正樹氏が第24回みやぎの建設技能グランプリ功労賞を受賞
11月30日（金）・「仙台市下水道フェア2018」第２回実行委員会に佐竹理事長出席
　　　　　　・平成30年度宮城県職業能力開発関係表彰式に渡辺常任相談役出席

12月５日（水）・平成30年度労務問題研究会に吉田専務理事出席
　　　　　　・建設工事における労働災害防止に関する説明会に千葉総務課長出席
12月７日（金）・「ものづくりフェスタinみやぎ2018」第３回運営委員会に藤井常勤理事出席
12月11日（火）・12月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③上下水道に関する４者間（仙台市水道局・同建設局・（公財）仙台市水道サービス公社・

宮管上下水道委員会）意見交換会について
　　　　　　　④平成30年度親善ボウリング大会報告
　　　　　　　⑤平成30年度年末年始及び寒波時における修繕体制について
　　　　　　　⑥仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑦職員の退職金（死亡給付金）支給について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①債権の回収について
　　　　　　　②組合並びに組合員の市民向けＰＲ企画の検討機関について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①年末年始休業について
　　　　　　　②年末一時金の支給について
　　　　　　　③仙台市営バス掲出広告デザインについて
12月12日（水）・自由民主党水道事業促進議員連盟幹部との意見交換会に渡辺常任相談役出席



− 23 −

12月13日（木）・㈱宮城県管工事会館役員会に佐竹理事長外出席
　　　　　　・全管連第１回水道配水管工事に係る戦略懇談会及び第242回正副会長・部長会議に渡

辺常任相談役出席
12月17日（月）・平成30年度宮城県建設雇用改善推進対策会議に吉田専務理事出席
12月18日（火）・宮城県中小企業団体中央会平成30年度第３回理事会に佐竹理事長出席
12月27日（木）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”新春号の発刊について
　　　　　　　②市民向けＰＲ企画の検討について
12月30日（日）・年末年始休業
　　 ～

１月６日（日）

日本鋳鉄管㈱　特約店

株式会社
代表取締役　植　原　文　夫

（本　　　社）〒116-0013 東京都荒川区西日暮里３－６－７　電話 03（5809）0562（代）  FAX03（5809）0563
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山４－１－２　　　電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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理事（役員）会報告

－11月度役員会－　

１．日　　時　　平成30年11月８日（木）15：00 ～ 16：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　藤井理事・小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・小野理事
　　　　　　　　　　　　　中鉢理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　大浦監事・相澤監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の10月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材と工事の各共同事業について、それぞれ10月度の実績と予算比、及び前年比等が
報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　赤間広報委員長より、11月６日に開催した首題委員会において、機関誌「みやかん」初冬号の掲載
予定記事と、翌新春号に掲載する新年挨拶の寄稿依頼先について審議した内容が報告され、一同了承
した。

④上下水道委員会報告
⑤仙台市下水道フェア2018報告
　松岡上下水道委員長より、11月７日に開催した首題委員会において、平成30年度上半期の工事事業
実績、「水道フェア2018」・「ものづくりフェスタinみやぎ2018」・「仙台市下水道フェア2018」の各出
展状況と、11月29日に行う予定の４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・宮管上下水道委員会）
意見交換会について協議した内容が報告され、一同了承した。
　次いで、11月３日に開催された下水道フェアの様子と当組合の出展内容及び従事者等について報告
され、一同了承した。

⑥平成30年度技能検定実技試験の実施について
⑦平成30年度技能向上訓練（実技・学科部門講習会）の実施について
　白戸工事部次長より、平成31年２月６日（水）と７日（木）に予定されている平成30年度技能検定の建
築配管実技試験実施計画と、その受験準備講習会を兼ねた技能向上訓練の実施予定［学科講習１・２
級合同／平成31年１月13日（日）・14日（月）、実技講習／１級＝平成31年１月19日（土）・２級＝20日（日）］
と収支予算等が説明され、一同了承した。
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⑧平成30年度仙台市技能功労者表彰受賞者報告
　千葉総務課長より、首題の受賞者について次のとおり予定されている旨が報告され、一同了承した。
　　受賞者：山木常吉氏（ウエノ設備㈱）　表彰式：平成30年11月12日

⑨平成30年度地区連絡会ブロック会議報告
　吉田専務理事より、先の全体打合会での決定どおり３回に分けて開催した今年度のブロック会議に
ついて、各出席者、費用、会議内容等が報告され、会議記録を後日組合員へ送付して内容を周知する
こととし、一同了承した。

⑩第２・四半期決算報告
⑪第２・四半期監査報告
　須藤総務部長より、第２・四半期（平成30年４月１日～９月20日）の決算内容が報告された後、大
浦監事より、監査の結果について適正に会計処理されている旨が報告され、一同了承した。

※協議事項
①平成31年新年祝賀会の開催について
　千葉総務課長より、首題祝賀会を平成31年１月10日（木）に「勝山館」において開催したい旨が提案
されるとともに、来賓の案内先や次第等が説明され、一同了承した。

②仙台市営バスへの広告掲出について
　藤井理事より、前回の理事会で出された検討事項を踏まえた原案が説明され、協議の結果、図案と
文字配置案について決定し、１月15日からの掲出に向けて発注することで、一同了承した。

－12月度理事会－ 

１．日　　時　　平成30年12月11日（火）17：00 ～ 18：00
２．場　　所　　大観楼
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　藤井理事・小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・小野理事
　　　　　　　　　　　　　中鉢理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・千葉総務課長　　　　　　　　計３名
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４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の11月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材と工事の各共同事業について、それぞれ11月度の実績と予算比、及び前年比等が
報告され、一同了承した。

③上下水道に関する４者間（仙台市水道局・同建設局・（公財）仙台市水道サービス公社・宮管上下水
道委員会）意見交換会について
　松岡上下水道委員長より、11月29日に開催した首題意見交換会について、出席者、協議内容、当局
から示された回答等が報告され、組合員へは後日報告書を送付して周知することとし、一同了承した。

④平成30年度親善ボウリング大会報告
　井上総務・厚生委員長より、11月20日に開催した首題大会の参加者数や費用等について報告され、
一同了承した。

⑤平成30年度年末年始及び寒波時における修繕体制について
　白戸工事部次長より、平成30年12月29日～平成31年１月３日迄の首題体制と寒波時の対応について
説明され、一同了承した。

⑥仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　白戸工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者として平成30年８月から11月末までの間に５
社が新たに指定を受けた一方７社が指定廃止となり、11月末現在の指定業者数合計が603社になった
こと、また、仙台市公認排水設備工事業者として平成30年12月１日付けで新たに３社が承認された一
方１社が承認取消となり、同日現在の公認業者数が396社になっていることが報告され、一同了承した。

⑦職員の退職金（死亡給付金）支給について
　吉田専務理事より、去る11月18日に逝去した職員に対する退職金（死亡給付金）について、規程に
基づき支給することが報告され、一同了承した。

※協議事項
①債権の回収について
　須藤総務部長より、当組合が組合員に対して有している債権の回収を図るため、担保不動産の売却
について経過が説明され、一同了承した。

②組合並びに組合員の市民向けＰＲ企画の検討機関について
　藤井理事より、イベントの企画について趣旨説明され、今後の検討について諮ったところ、理事会
として広報委員会へ諮問することとし、一同了承した。
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※その他
①年末年始休業について
　吉田専務理事より、今年度の年末年始休業について、12月30日（日）から翌１月６日（日）迄としたい
旨が説明され、一同了承した。

②年末一時金の支給について
　吉田専務理事より、今春の労使協定に基づいて支給する年末一時金について報告され、一同了承し
た。

③仙台市営バス掲出広告デザインについて
　藤井理事より、年明けの１月15日から市営バスに掲出する宮管の広告デザインが示され、一同了承
した。

広告デザインは、裏表紙内側に掲載しております。ぜひ、ご覧下さい。
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「人間模様～ひとり○○」

仙興設備㈱　代表取締役社長

宮城県管工業協同組合

総務・厚生委員　佐　藤　敏　昭

　晩秋のある日、昼食を買いに立ち寄ったコンビニエンスストアでの一幕。５歳位の女の子とそのお父
さんが、私と同様、お昼ご飯を買いに来ていました。女の子がお好み焼きを手に取ると、お父さんが「お
父さんとお好み焼き、どっちが好き？」と質問。ほのぼのとした風景だなと心が洗われる思いでいると、
女の子が「お好み焼き！」と即答。数年前までは、きっと「大きくなったらお父さんのお嫁さんになる！」
と言っていたに違いない。お父さん一回戦敗退。二回戦の相手が何だったのか気になるところですが、
次はおそらく下着を一緒に洗えなくなるでしょう。という事で、その日の昼食はお好み焼きです。
　さて、総務・厚生委員の佐藤です。約３年ぶりの投稿になります。今回も「罪なきうんちく」を書
き綴って参りますので、皆様少しの間どうぞ宜しくお願い致します。
　序章で書いたとおり、職人馬鹿、否！馬鹿職人の私は、ほとんどの昼食をもっぱらコンビニの駐車
場でとる事が多いのですが、現場に費やす時間が減るのがもったいないという理由の他に、一人で食
堂に入りづらいといった女性のような一面を持ち合わせている次第でございます。つまり、佐藤は一
人でお店に入れない→ゆえに女性のようである→従って佐藤は女子力があるという三段論法がここに
完成するに至ります。そもそも一人で食事をしてもおいしくはないですし、「いいぞ、いいぞ」や「う
まいっちゃ」等と心の中でつぶやきながら食事をするあの絵面になってしまいます。一方で、夕方の
集まりのために繁華街に出掛けますと、お店の女の子と食事をして、食事が終わるとお店のある雑居
ビルに連れて行かれる人々を見掛けます。大人なのに…一人でお店に行けるはずなのに…。あの方々
も私と同様に女子力が素晴らしいのですね。
　また、一人旅や一人酒など、場合によっては哀愁を堪能したい場面やどうしても独りになりたい事
もあるのでございます。所詮、代表者なんてものは孤独なソルジャーなのですから。
　近年では、一人焼き肉専門店や立ち食いのステーキ屋さん等もあるようですし、ユーチューバ−を
装ってカメラを置いて一人で食事をする作戦もあります。私もそういった事にチャレンジしてみたい
と思っています。しかし、やはり食事は家族や仲間と「おいしいね」等と言いながらする方が楽しい
ですし、次の日の戦いの糧にもなると思います。それでも私もいつか「ザギンでチャンネーとシースー」
してみたいですね。それをすると、お好み焼きに負けます。
　今年の紅白歌合戦は赤組を応援しますわ♡
　皆様ありがとうございました。

投　稿
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健康だより
風しんに注意してください

　平成30年９月以降、関東地方を中心に発生数が大幅に増加していますが、全国規模で感染が拡大し
ています。
　風しんの抗体を持たない、又は抗体価が低い妊娠中の女性が風しんにかかると、赤ちゃんに障がい
（先天性風しん症候群※１）が起こる可能性があるため特に注意が必要ですが、妊娠中の女性は予防
接種を受けることができません。
　同居家族などの妊娠中の女性の側にいる方は、風しんを発症しないように予防に努めてください。
また、妊娠中の女性は風しんが流行している地域に出かけることを再考するとともに、風しんが流行
している地域においては不要不急の外出を控え、可能な限り人混みを避けて行動してください。

※1　先天性風しん症候群
　妊娠中の女性が風しんにかかったことで、赤ちゃんが風しんウイルスに感染して、難聴や心疾患、
白内障、緑内障、精神や身体の発達の遅れなどの障がいが起こることがあり、これらの障がいを「先
天性風しん症候群」と言います。

○宮城県の風しん発生状況

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年※２　　 
全　国 14,344 319 163 126 93 2,186　　 
宮城県 107 1 1 1 3 9　

※２　平成30年の件数は宮城県は平成30年12月５日、全国は平成30年11月21日時点のものです。

○風しんとは
　風しんウイルスによって引き起こされる感染症です。咳やくしゃみなどの飛沫により感染します
（飛沫感染）。
　症状は、発しん、発熱、リンパ節の腫れが主な症状ですが、症状が出ない人もいます。成人で発症
した場合、高熱や発しんが長く続いたり、関節痛を認めるなど、小児より重症化することがありま
す。また、脳炎や血小板減少性紫斑病を合併することもあります。
　さらに、風しんに対する免疫が不十分な妊娠20週頃までの女性が風しんウイルスに感染すると、出
生児が先天性風しん症候群を発症する可能性があります（妊娠１ヶ月でかかった場合50％以上、妊娠
２ヶ月の場合は35％など）。

○風しんウイルスに感染した場合
　感染してから約２～３週間後に症状が現れます。風しんの症状は子どもでは比較的軽いのですが、
まれに脳炎、血小板減少性紫斑病などの合併症が発生することがあります。また、大人が感染する
と、発熱や発しんの期間が子どもに比べて長く、ひどい関節痛を伴うことが多いと言われています。
　なお、発しんが出る日の１週間前から発しんが出た後の１週間程度まで感染力があります。
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○予防方法について
　風しんの予防には、予防接種が最も有効です。
　しかしながら、平成２年４月２日以降に生まれた人は２回予防接種を受ける機会がありますが、そ
れ以前に生まれた方は最大１回、昭和54年４月１日以前に生まれた男性においては１回も接種の機会
がなく、十分な免疫を持っていない可能性があります。過去に風しんに感染したことにより自然に免
疫を獲得している場合もありますが、風しんの罹患歴や予防接種歴が明らかでない場合は予防接種を
検討してください。
　風しんワクチン（主に接種されているのは麻しん風しん混合ワクチン）を接種することによって、
95％以上の人が免疫を獲得することができると言われています。また、２回の接種を受けることで１
回の接種では免疫が付かなかった方の多くに免疫を付けることができます。さらに、接種後、年数の
経過と共に、免疫が低下してきた人に対しては、追加のワクチンを受けることで免疫を増強させる効
果があります。
　ただし、妊娠中の女性は予防接種を受けることはできませんので注意願います。
　まずは、お子さんへの定期予防接種は忘れずに受けましょう。

○風しん抗体検査について
　県では、妊娠を希望する19～49歳の女性や、風しん抗体価が低い妊娠中の女性の同居者などを対象
に県内の医療機関において風しん抗体検査を無料で実施しています。
　詳しくは次のURLをご覧ください。
　https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/situkan/fushin.html

宮城県ホームページより転載
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新作並橋

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　新作並橋は、国道48号線を山形方面に向って右に入った仙台市青葉区作並字瀬戸原の広瀬川に架か
る昭和42（1967）年に完成した小さな橋です。橋を渡るとすぐに日蓮宗の寺院である「慈光院」があ
り、さらに東へ行ったところに「森のミュージアム 賢治とモリスの館」があります。
　「森のミュージアム 賢治とモリスの館」は、宮沢賢治とウイリアム･モリスの作品や資料が展示し
てある個人の別荘で、予約者には無料で一般開放されています。残念ながら冬期間（12月中旬～３月）
は積雪のため休業していますが、完全予約制でランチなども楽しめるそうです。
　作並地区は、元々は、作並村という宮城県宮城郡の北西部にあった村で、江戸時代には作波村とも
いいました。明治22（1889）年に、熊ヶ根村、上愛子村、下愛子村、郷六村等と合併して広瀬村とな
り、宮城村、宮城町を経て、昭和62（1987）年に仙台市へ編入、平成元（1989）年に仙台市青葉区作
並となりました。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕
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「水
み な
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か み
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す

まざれば河
か
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って月
つ き

宿
や ど

らず」
（川も上流が濁っていると、途中の流れも濁っていて月の影を宿すこともできないという意から）
大本が正しくないと末端まで正しくなくなってしまうことのたとえ。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　雪洞（　　　　　）
２　雪崩（　　　　　）
３　雪消（　　　　　）
４　雪煙（　　　　　）
５　雪白（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　定年までツトめあげた。　　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　問題解決にツトめる。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　総会の議長をツトめた。　　　　　　　　　　　（　　　　　）
４　交渉はエンカツに進んだ。　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　組合のエンカクについてまとめた。　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１（　　）謀　深　慮　　　２　遠　交（　　）攻

※解答は36頁です。
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編集歳時記
（2019年新春号№483）

時間についての考察

　新年、おめでとうございます。
　　　　
　去年の１年間はあっという間に過ぎ去った気がします。年を追うごとに１年が速くなっていきます。
子供の頃には、小学校が永久に続くのではないかと思っていたのに…
　この現象についてよく話を聞くのが、例えば50歳の方の１年は50分の１、５歳の子供の１年は５
分の１だから年齢と反比例して１年が短くなっていくという説です。50分の１＝２％、５分の１＝
20％。50歳の方の１年は体感時間的には５歳の子供の10分の１しかありません。この理論だと平均寿
命換算で体感時間として８歳で50％に達してしまいます。
　正式には「ジャネーの法則」と名前がついていますが、学者の間では否定的な意見が多いそうです。
学問的に立証する手段がないからというのがその理由となります。学者が否定する時に「違うんジャ
ネー」と言ったとか言わないとか。

　次の説は「物理的時間」と「体感時間」のズレです。
　１分の物理的時間に対して、自分が１分と思った時間をボタンで押してもらうと年配者の方が実際
の時間より長い時間で押すそうです。つまり体感時間で１分だと思っていたのに物理的時間は１分30
秒経っていたら、もうそんなに経ったの！と思ってしまうという事です。

　また、子供のころは毎日が新鮮で新しい情報が多い為に、それを処理するのに時間が遅く感じると
いう説もあります。働くようになると、毎日がルーチンワークになりがちで記憶に残らずに時間が速
く感じるというものです。ちょっと耳が痛い話ではあります。

　いろいろと諸説ありますが、個人的な実感として確実に時間は速くなってきています。
　しかし、時間の流れ方は感覚的なものもあり、集中して仕事をしたらこんなに時間が過ぎていた！
と、ぼーっとしてたらもうこんな時間だった！では意味合いが全く違います。
　上記を鑑みて、私は「時間を有効に使う」を今年の目標と致しました。これは、その時々の時間を
大切に使うということでもあります。本日、これから高校時代の友人と新年会があります。ここ４～
５年、正月と盆に集まり居酒屋で一杯やっています。他愛もない会ですが、これが10年続いたとして、
こいつらに会うのは20回かと思うと結構大事な時間だったりするのです。普段は意識していませんが、
仕事上で会う方の回数、親に会う回数、子供に会う回数、晩御飯を食べる回数等々考えてみると限ら
れた大切な時間となってきます。
　　　　
　さて、皆さまは今年の目標は立てられましたでしょうか。

　この１年、皆さまにますますのご多幸がありますよう祈念しつつ、広報委員会が作るこの機関誌“み
やかん”が隅々まで読まれることを願いまして編集歳時記と致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大泉　雄介（㈱北栄工業所）
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．ぼんぼり　　２．なだれ　　３．ゆきげ　　４．ゆきけむり　　５．ゆきじろ

二．　１．勤　　２．努　　３．務　　４．円滑　　５．沿革

三．　遠謀深慮（えんぼうしんりょ）
　　　　遠い先のことまで考えて計画する。例：「遠謀深慮に富んだ人だ」

　　　遠交近攻（えんこうきんこう）
　　　　遠い国と親しくして近い国を攻め取る策。

編集・発行

本年も誌面の充実に努めて参りますので、ご寄稿と
ご愛読下さいますよう心よりお願い申し上げます。

宮城県管工業協同組合　第44期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　渡　邉　修　一　（㈲ 今 野 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　大　泉　雄　介　（㈱ 北 栄 工 業 所　専 務 取 締 役）

専務理事　吉　田　秀　之
常勤理事　藤　井　秀　男
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